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－ 1－
　
本稿では、天草フィールドワークで調査を実施した、鶴岡耕三郎氏
所蔵文書の翻刻の一部を紹介する。この史料群の全体については、本書収載の中山作成「天草市御所浦町鶴岡耕三郎氏所蔵文書目録」を合わせて参照されたい。また具体的な考察は、 ちらも本書第六部第一章の「近代御所浦と東アジアの交流
―
鶴岡耕三郎氏所蔵文書からみ
る西山家の一様相
―
」で行っている。この史料紹介の注記は以下の
通りである。　
＊年代の判明するものは、作成時期の早い順で掲載している。
　
＊基本的に表記は原文のまま。なお、読者の理解のために、原文の
旧字体を新字体に改めているものもある。明らかな誤字については「ママ」 付している。
　
＊破損などで判読不明の箇所は、□ないし〔
　
〕で表記する。
○漁業、海運業関係【史料
1】文書番号
118
　
差出・佐敷、西森佐助
　
宛先・西山長次郎
（本文）  　　　
史料紹介
　
鶴岡耕三郎氏所蔵文書について
 
中山
　
創太
　
恭賀新年舊年中は一方ならぬ御引立に預りまして、ありがたく御禮申上ます。然るに昨年来の不况にて何品も貳参割安に 品によりて半値といふ値下の状態であります、此際特に大奮発いたしますから、是非御来店を賜り度く伏して願上ます。
　
一月元旦
　　
熊本縣佐敷町白岩橋キワ
　　
角米屋事
　
漁網漁具
　
船具一式
　〈屋印・ヤマ米〉西森佐助商店
　
　　 　 　
  電略（ニシモ）又ハ（ニモ）
【史料
2】文書番号
126
　
差出・佐敷町〈屋印㋯（マルミ）三島商
　
宛先・西山長次郎
　
（本文）　
拝呈毎度御引立に預り難有御禮申上候、
　
付いては左記之通り春流網相場
　
六合（マーク） 「十三
　
拾尋ニ付
　
弐円三拾五銭
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特製パームヤシ
2　
一貫目
　
壱円三拾八銭
　
右之通り勉強致候也
【史料
3】文書番号
147
　
差出・長崎縣島原湊、柳川屋魚市場池田勳
　
宛先・西山長次郎
（本文）　
拝呈益々御興盛大賀来り、陳者当地昨年引続き大魚にて、追手の時は五、六十円の水揚ケ有せらる。御当地の御□□今ては至急御来急のとゐかりて、先は不取敢御通知まで。
【史料
4】文書番号
239
　
差出・西山福太郎船
　
宛先・御所浦字嵐口、西山大幸丸殿
（本文）
拝呈、陳者拙者永々滞在致候処、今舟ノ作事相済セマクリヲ積越ス時分ニ候得共、都合アリ今度ハ松割木ヲ近々中積入上船ノ運ヒニ致居候間、折テ上船ハ旧三月上旬科可成急きニ付可然ル御承知居被下度、先ツハ不取敢御通知マテ、余ハ帰村ニ譲リ候、早々頓首
　
鹿児島縣出水郡東長島村山門野
　　
字加世堂湊
　　
西山福太郎船
【史料
5】文書番号
144
（名刺）広島県安藝郡音戸町、沖田屋店員尾野孝（本文）
　
綿糸網
　　
新発明
　
鰯掛曳網
　
其他
　
綿糸
　　　　　　　
揚繰網
　　　
附属品一式
　
シベ縄網
　　　　　
製造販売
【史料
6】文書番号
146
　
差出・田村粂太郎
　
宛先・西山長次郎
（本文）　
謹賀新年
　　
一月元旦
　　
上海才登路一八一号
　　
同興紡織株式会社
　
田村粂太郎
【史料
7】文書史料
176
　
差出・肥前島原、池田勤
　
宛先・西山長十郎
（本文）　
拝呈
　
其後時暫く候、御光述を承知候也当方昨今追来の時は五拾円内外の水揚有之即御当地の模様には至急御書面相成致、実は打電する筈なるも委しくいらぬ故、書信にて御通知申上たる様なれば、至急御来急の相成致御通知之有、アミは夏アミと秋アミと両方御持参の事、只今十自又位樋之急より来り 謹言
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【史料
8】文書番号
190
　
差出・対馬国下縣郡、西山長次郎
　
宛先・西山福太郎
（本文）
前文御免被下度候、陳者御地出立以来海陸無事ニテ表記所、到着仕候間、乍他事御休神被下可候、扨テ金目儀者問屋方干鯣売却不致シテ困リ居候段、右之品売買次第ニ送所仕候、此段御通知申上候也十月三日出ス
【史料
9】文書番号
203
　
差出・福岡県三池郡三川村字早米木、西山福太郎
　
　
宛先・西山長次郎
（本文）
拝呈、荷物ハ残分取水揚仕候得共、麦余りの高直ニて 込出来不申候間、其為メ□□□当地ニ滞至被互々間此〔
　　
〕申上候也
【史料
10】文書番号
207
　
差出・御所浦嵐口、田中清音
　
宛先・長崎市材木町、西山長次郎
（本文）
拝啓仕候、時候之御障モ無御座候処、益々御清福之段ト奉推案候、降テ迂生家内 就テハ貴殿之自宅モ及不申、且又新
ママ
類壱統中以テ御
蔭ヲ無事消光罷在候条、乍憚御安神被下度、然ルに自分柄ニテ相成候処、先衛生注意ヲ第一ニ相守リ 得者、私シニ於テハ蔭ながら嬉之至リ、先ツ羽書ヲ以テ御伺ヒ申上候也
○西山家と兵役者【史料
11】文書番号
193
　
差出・韓国咸興、田中盛作
　
宛先・西山長次郎
（本文）
拝呈仕、陳者時下秋気乃節モ最早速過ギ去リ愈々寒気ニ向ヒ寒気甚ダ凌ギ難様ニ相成申候処、御全家一統御揃ひ御起居遊され候哉、降而小生儀先達御紙面差上ゲ通 咸與ニ到着致シテヨ 一日滞在致シテヨリ、命令ヲ受ケ当中隊乃内ヨリ軍曹一名・等兵十一名・兵卒八名、コレ丈ケ本隊ヨリへ里有ル所、分遣致ス様と相成申候故、同月七日午前七時ニ咸興出発致シテヨリ、同日午后五時ニ分遣守備地ニ無事ニ案着仕候間佐
ママ
様御安心下被度候却説咸興ト申ス所ハ内地ニタ
トエレバ三附ト同ジ所 テ人口モ沢山コレ有 又内地乃 モ沢山之有候得共、我々乃分遣守備地ハ最モ田舎ナル地ニシテ行
ママ
通ハ甚ダ不
便ナル所ニテ寒気ト申スレバ、韓国ハ本ヨリ乃地ニ候得共我々 分遣守備地ハ最モ寒気凌ギ難キ様御座候得共、衣類 御蔭ヲ以 何乃障リモ 致居候間、且又コレヨリハ益々時候柄ニテ御身御大切ニ御保養重々御祈ル
ママ
申上候、先ハアラ〳〵御通知申上、草々不一
（封筒裏面）　
六銭
　
一五円〇五銭云べノ別
　
一金
　
八拾六銭
　
キんぜ
　
一金
　
三拾弐銭
　
小脇方
（逆向に記入）　　
田中二等兵より
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西山福太郎殿
【史料
12】文書番号
204
　
差出・能登呂（特務聯） 、荒木（十郎ヵ）
　
宛先・西山盛
（本文）
拝啓、時下晩春の候に相成りました、其の後貴（兄
カ）にわ御変り
わ御座ひませんか、降て私儀、早海兵目教定も終り継今でわ特務艦能登呂に発乗されまして軍務に励みをります、御当地も早漁業も盛んになる時と思い す、今夏休み わ帰る事も出来ず、来月中旬頃より内地航海で出港十一日頃までわとう分御土地参上致されません、行先わ神戸・大阪・横須賀方面に行く豫定です、いづれ又御便り致します、此れで御免下さい、浜崎蕃様方にも宜敷 私儀の段ひと度御免
【史料
13】文書番号
142
　
差出・下関（聯隊） 、枳取春義
　
宛先・西山福則
（本文）
謹啓、時下愈々御清適奉賀候 陳者小生儀今般入営の際は種々御高配に預り 且又御餞別迄戴き、特に出発に際しては遠路態々御見送を辱ふし御厚情之段難有 禮申上候、御蔭を以て本日無事表記の中隊へ入営仕り専心軍務に従事し、誓て光輝ある我帝国軍人たるの面目を全ふするの覚悟に御座候間、乍憚 休神被下度、尚ほ留守宅の儀は万事宜敷御願申上候、先は御禮旁々右 通知迄如斯に御座候、敬具
　
昭和六年
1月
10日
【史料
14】文書番号
130
　
差出・野島重則
　
宛先・西山福則
（本文）
謹啓、時下愈々御清適の段奉賀候、陳者小生儀、今般入営の際は種々御高配に預り、且又 餞別迄戴き、特に出発に際しては遠路態々御見送を辱ふし御厚情之段難有御禮申上候、御蔭を以て今朝滞りなく左記の隊へ編入致され候に就ては、此の は專心軍務 精励仕り、誓て光輝ある吾帝国軍人たるの面目を全ふするの覚悟に御座候間、乍憚御休神被下度候、尚ほ留守宅の儀は万事宜敷御願ひ申上候、先は御禮旁々右御通知迄如斯御座候 敬具
　
昭和八年二月四日
　　
熊本輜重兵第六大隊第一中隊第二班
　　 　　
野島重則
　
尚大切なる貴殿の服まで借用致し有難く御礼の申様もありません。
【史料
15】文書番号
121
　
差出・御所浦嵐口、藤門康次郎
　
宛先・西山長次郎
（本文）
草翰拝誦仕候、陳者如仰之時下秋令
ママ
之候に相成候処御貴君無事にて
軍務勉励罷在申 段奉欣賀就而者新兵にて御多忙に者被在候へ共、軍人之身ハ軍務忠儀を盡□（すヵ）が大
ママ
一に候ハヾ乍御心配忠儀被
成度候、次に何そ御禮 す
殊ママ
も無之候へ共御禮仕候実ニ奉感謝候、
先日より紙面早速返事差上筈に候へ共多忙に打過何卒海容可被下候、就幣方皆々無事にて清充罷在申候条乍憚御案意可被下成、先者右拜答迄、恐々奉復
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【史料
16】文書番号
156
　
差出・田中清範
　
宛先・西山長次郎
（本文）
謹啓、時下陽春の節に御座候処御機嫌麗御送光被遊候趣欽賀奉候、陳者私儀 今般関東陸軍倉庫を退き奉天鉄路局経理処に勤務致す事と相成候、関東陸軍倉庫在職中は公私共格別の御厚情を蒙り誠に銘謝仕候、将来共不相変御指導御鞭韃の栄を賜り度懇願奉り候、先は御禮旁々御挨拶申述度如斯 座候
　
康徳二年三月
　
日
　　
田中清範
　　
奉天鉄路局経理処用度科
【史料
17】文書番号
155
　
差出・村下音松
　
宛先・西山長次郎
（本文）　
謹啓時下初夏の時候と相成り、大分暖く相成ました数日間処御便も致さず誠に申訳も有ません、悪からず御許下さい。其の後御家内一同様には御変有ませんか、私事も蔭を持て大元気で軍務に精励致して居ますから他事乍御休心下さい。就ては当方は農業時期でさぞ御忙かしれずと際して居 す、又はさぞ父母上様が御世話になつておる事と存じて居ます、有難く御礼申上ます。
　
先ハ取敢へず御便り迄 敬具
【史料
18】文書番号
189
　
差出・歩兵第十三聯隊田中盛作
　
宛先・西山長次郎
　
（本文）
前略、御免下され度、陳者小生入営ニ関シテハ種々御懇情ヲ蒙リ奉鳴謝候、就テハ御高庇ニ頼リ本月十五日 表記中隊ヘ入営致候間御省念下され度、先ハ御礼ヲ兼而、入営御通知迄、余次便ニ譲ル、多々不宜
【史料
19】文書番号
119
　
差出・下関（聯隊） 、村下音松
　
宛先・西山長次郎
（本文）
拝啓、私事 兵の際は御餞別まで多大に 恵贈下され 且つ遠方わざ〳〵御見送まで忝けなく難有鳴謝奉り候 就而は十日午前九時無事表記へ入隊仕候（候を赤で削除）付き、他事ながら 放念被下度く、先は御報知かた〴〵幣家の事をも宜敷く御頼み申上候、頓首
　
一月十日
【史料
20】文書番号
125
 差出・荒木十郎
　
宛先・西山盛
（本文）
拝啓、愈々御健勝の殷賀奉り候、 中は種々御厚情 蒙り、尚今回出立に際しては過分なる送別乃情を辱ふし御厚志の程深く御禮申し上げ候、御蔭に 本日無事入團左記分隊に編入せられ 間御休神下され度候、此上は専心軍務に精励し御鴻恩に酬ゆる覚悟に へば、今後共相変らず御後援下され度
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右取敢へず御禮かたがた御依頼申し上げ候
　
佐世保海兵團練習第拾分隊第拾教班
　　 　　　　　　　　　　　　　
荒木十郎
【史料
21】文書番号
127
　
差出・下津深江村、宮口隆
　
宛先・西山福徳
（本文）
拝啓、時下炎暑焼くが如く金石も溶解致さん計の暑気にて室内はムスが如御座ゐますね、其の後君にわ御元気にて御働きとの事誠に結構な事ですね 僕も毎日元気に居ますから乍他事 放念下さい、して君にわ本年徴兵検査との事 さぞ御喜悦な事でしょ、僕も余暇があつたなら君と面会致したい事は満身致して居ますが、盆前でとうなるかと思つて居ます、残念な事です、しか 又面会の時期が来るでしょ、末筆乍ら時候不順の折から以後
　
御身御大切に、左様奈良。
【史料
22】文書番号
136
　
差出・田中清晴
　
宛先・西山長次郎
（本文）
謹啓、陳者今般不肖入営に際しては御懇篤なる心添に預り、尚出発の際は態々御見送下され篤く〳〵御禮申上候、以御蔭本日左記中隊に無事入営致候間、乍憚御休神下され度候、入営の上は専心軍務に奮励し皆様の御厚情の幾分なりと報る覚悟に御座候先は御礼旁々入営通知迄如斯御座候、敬白
　　
一月二十日
　　
歩兵十三聯隊第十中隊第四班
　　　　　　　　　　　
田中清睛
【史料
23】文書番号
141
　
差出・柗夫
　
宛先・西山長次郎
（本文）　
謹啓不肖出立ニ際シマシテハ多大ナル御践別ヲ賜リタルノミナラズ、態々御見送リマデ辱フ 有難ク御礼申上候、幸ヒ途中恙ナク本日左記中隊ニ入隊仕 候ニ付、乍他事御安心下サレ度、先ハ急キ御礼ヲ兼ネ御通知迄申上候、
　
草々
　
熊本市第十三聯 第六中隊
　
柗夫
【史料
24】文書番号
150
　
差出・熊本衛戌病院薬室、田中清範
　
宛先・西山長次郎
（本文）
拝呈、帰郷中は色々御厚情に預り 其の上御餞別まで戴き誠に厚く御礼申し上ます、海陸共何の障も無く当日三時熊本に安着致しました故、何卒他事乍御休意下さいませ、国家多端に察して将来最善の執誠と努力をもて国家の用に奉じ度き覚悟でゐます。偏に望みて済みませんが御一同様にも宜敷申して下さいませ、草々
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○西山家の人々＊福太郎と長次郎【史料
25】文書番号
188
　
差出・伊島郡北方村、西山長次郎
　
宛先・西山福太郎
（本文）
前文御免下候、陳者御地出舟海上無事ニテ本月十九日北方土場ヘ着登仕候間、積荷之儀者廿三日迄水揚致シ、左様御休神被下候、下荷之儀者長崎行トか薩摩国羽島行か約束致居り候得共、航積ニテ今日迄積込出来不、明后日迄ニハ積込ト通知アリ、右御通知可被下候
【史料
26】文書番号
180
　
差出・西山福太郎
　
宛先・歩兵第拾三聯隊、西山長次郎
（本文）
拝啓仕候、時下秋冷之候ニ相成候処、定メテ貴殿 御勝馳ニテ益々草務御勉強之段奉大賀候、降テ迀生儀家内皆壱統者相変ず無事暮シ居仕候間、左様御安神被成下度候、陳者貴殿之御書面之趣き承り候処、商売も壱立ハ塩田迄ニテ積登下船ニハ高木八代迄積ミ下り、最早只今ニテハ小鹿迄下船致候、追々登船致筈之 右御安神被下、先ツハ御通知迄候
【史料
27】文書番号
181
　
差出・長崎県下懸郡大船越 西山長次郎
　
宛先・西山福太郎
（本文）
前略御免被下度候、扨テ当方於テ御請置一件者今回迄送所致シ兼候
ニ付、然ルニ表記所着到以、来雨風波之憂ニテ日数一週間漁業シタリ、以后者緘葉無ク候時候須不比スレバ一時御身大切ニ養生専一祈リ、追々船員ニモ宜敷御伝言被下度候也
【史料
28】文書史料
183
　
差出・三池郡大牟田村、西山長四郎
　
宛先・西山福太郎
（本文）
前文御免被下候、陳者今後航海無事ニテ三池港へ本日着す、猶右伺出儀者先舟多く三日間内水揚被下候、伺出儀少ナク、左様御休神被下候也
【史料
29】文書番号
122
　
差出・杵島郡北方、西山長次郎
　
宛先・西山福太郎
（本文）
文前御免被下候、御当地 舟海上無事ニて本月十七日表記港へ案着仕候条、皆々様ニ御省念被下候上、同書儀ハ来ル十九日水揚致し候下舟荷上儀参上候也
【史料
30】文書番号
124
　
 差出・長崎県深堀村、西山長次郎
　
宛先・西山福太郎
（本文）　
長崎問屋長崎市桜木町小田大森拝呈仕候、時下春気候御座候処、陳者御家内皆々様御勇健ニテ御
　
座遊サレ候哉奉伺候、降テ小生儀モ無事消光罷在候、他事候御休神被下度、扨テ郵便速早差上筈ニ御座候得共、此度初ニ上下ニテ延引
－ 8－
周縁の文化交渉学シリーズ 8 　天草諸島の歴史と現在
致候間、右御通知申上
＊ツヤ子→長次郎【史料
31】文書番号
210
　
差出・黒龍江省龍鎮縣北安鎮、西山ツヤ子
　
宛先・西山ツモ
（本文）　
父母様前日は御手紙被下さいまして有難く拝見致しました。承れば其後御家内一同様方には御達者にて御暮し居られるそうで私くし共も安心致しました。色々と御親切成る御手紙いただき有りがたう御座いました。私く 共も一日も早く帰って母上様等といつしよ に暮す日乃一日も早いようにいつしようけんめいに働いて居ります。御手紙も早く出す筈づで有りましたが、西山が病気で北安 へ行 て入院致して居りましたの 私くしも看病に行つてるす 手紙が来て居ましたの
ママ
す。今日知人から渡して貫らいましたから急ぎ御手紙を拝見
致したのです。西山の病気ワ一時わ死ぬ乃でわ無いかと思う位いで、地方乃病院でわ駄目で今乃立人森本保造様乃手続きで陸軍工兵病院へ入院致しましたが、今日でわ殆ど全回
ママ
致しまして仕事にも行く様
に成りましたから御安心被
ママ
下ませ。此れも森本保造様御夫婦乃御か
げです。二、三日が間は傍 つききりで奥様も看病して
被ママ
下され、
其上病院乃手術代や薬代一さい仕払って被
ママ
下さりました。森本様が
居なかったら死んでいたと西山も云つ ます。それ 御手数乍ら至急御礼状を御出し被
ママ
下さる様御願い申上ます。今でわ森本様の内
で毎日働いて居る事故、其積りで書いて被
ママ
下さる様にと西山も云つ
て居ります。くわしき わ後で通知すると申して居ますから私く
わ此の度わ急ぎ御返事方々御願い致して筆をとめます。
　
時候柄御からだを大切に御暮し遊ばされる様御願が
ママ
い致します。
　　 　
ツヤ子より
　
父母様
　　
北安鎮森本保造様と書いて出して被下さい。
＊司→長次郎【史料
32】文書番号
263
　
差出・西山司
　
宛先・西山長次郎
（本文）
暑く成って来ました。皆々様には相変らず御達者の御事だと存じ嬉び居ります。私も元気ですから御安神下さい。 叔母様は昨今如何ですかね、案じ居ります。御父上様等目下流漁に出承致し居られるのですか。当年の模様は又値段は良いですかね。母上様にも農業に御多忙中にて日々御働きの姿が目前に快じて居ります。餘り無理致さず 身體に御注意致されて丈夫に御遣の程祈って居ります。僅少乍ら金拾圓送金致しました故、家計の足しに致し 下さい 常に思い居る事乍ら殊 手紙差出す時には、尚更 両親 の苦労の御姿が思ひ出されて誠に涙含致し乍ら身の不甲斐なきを残念に存じ居ります。然し必ず発奮の勇気百倍 て身 苦難も楽と暮して行けます。後日を楽しみに何卒 体御大事に御消光致し下され、必ず一度は近き将来には自由の身に成り天地を大きく闊歩する時期 来るを信じて居ります。先は御依頼旁に御通知申上げ 。二伸、 （ヨリノ）は如何に致して居りますか、又（サツキ） 学校に行って居ますか、 （福徳君）も皆々達者ですか、 知らせ願います。
－ 9－
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六月十二日【史料
33】文書番号
261
　
差出・西山司
　
宛名・西山長次郎
（本文）
御両親様方には其後御変りは御座いませんか。最早や寒気の候と相成りました。御当地にては代 程にも御座いませんが当地にては零下の三度、四度位ですよ。其の後も私は眠病にて目下通院中ですよ。然し最早や一週間位にて全快致します。本年は誠 不孝でした。何卒御許 さい。内地の事を考へたら実に〳〵気の毒で済み せん。今後借金有る身思へば尚更ら残念で堪 せん 何卒御許し下されまして親不孝の罪御許し下さい。祖母様へも宜敷く御心配無き様御伝言下さいませ。就ては先日静子の香典にと彭城得様より弐圓御親切にも下さいました故、早速 禮状 れ度 、静子の事を常 噂さ 居られます。私にも遊びに来て呉れと何時も申されて居られま 。近日中に一度伺って御禮申上ます。別紙にて送付致しました故、御佛前に御供へ下さいませ。静子も嘸々嬉びます事と存じます。では手紙着次第御禮状出し下さいませ。
　
時期柄 身大事に祈って居ります。
　　 　　　　　　　　　　　
司
　
御両親様
　　
拾壱月廿四日
二伸、壱圓は文子伯母様よりです。厚く 礼 て下さい。尚小生病気中も一旁ならぬ御世話に相成って居 す
【史料
34】文書番号
267 
　
差出・西山司
　
宛名・西山長次郎
（本文）　
謹呈本格的の冬季、寒気が相応来ましたね。其の后も御両親様始め御一同皆々御勝健にて御暮しの程に存じ嬉び居ります。小生も無事にて働き居ります故、何卒 安神下さいませ。就ては盛兄上様が本月十九日に百圓送って来ましたよ。出来得る丈け辛棒して送って呉れ（た脱ヵ）ものと存じ す 其れ故に内地にも直に送り度かったのです。然し奥地 行く際の仕度金の借用やら冬服やら靴とオーバと云って、又小生の借金にも少し用達したので僅かしか残りませんでしたよ。今回弐拾圓丈け送りますよ。内地正月には僕も出来得る限り辛棒して百圓位は送ってやる積りで 故、何卒兄上 も宜敷くお手紙差上て下さい。 年も間組の仕事に居りますよ。五年位経ったら本社員に成るとか申されて居ります。本社員に成ったら給料も良く最早や安神 一人前の生活は出来得る事でしょう。何卒兄と二人力を合せて働きます故、御心配無く御暮しの程願います 最早や御両親の年老致されし事を思へば一度帰国致して面会致 て見度く相成りましたよ。写真が写す場所が有ったら一度家内中にて送って下さいませ。祖母上様も相変らず達者に 居られますか。常 思い 耽 て居りますよ。僕は達者だと御伝へ下さいませ。正月も近く成って来ますね。尚本年は漁業の方 例 に比し好成績だったと書 て来ま たが本当ですかね。何よ も御身體 気をつけられて御働き有らん事を祈って居り
－ 10－
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先は御通知旁々御伺い申上ます。
　　
御両親様
　　 　　　　　
司
　
昭和八年拾壱月廿五日
【史料
35】文書番号
133
　
差出・大連市乃木町、西山司
　
宛先・西山長次郎
（本文）
長々と御無音に打過ぎましたが御家内皆々御達者の御事と嬉ひ申上げます。私も 事 勤務致し居ります故、 安神願います。就ては長々の御無音に昨今如何に御て居られるかと存じ 伺ひ申上げます。時候の変り目故御自愛の程御祈り ます。草々
【史料
36】文書番号
270
　
差出・西山司
　
宛名・西山長次郎
（本文）
謹呈、盛夏の候、御両親様始め皆々様 は相変らず 達者にて御清光の御事と推察仕ります、私も御蔭様にて毎日勤務致し居ります故、御安神下さい。次に前日脇中の伯父様より御通知有った荒木ハスエの件に付いては小生少し考へる所有って見合せる事に致しました故、甚だ勝手なる御依頼にて恐れ入りますが竹地太造殿の子女タカノを貰ふ事と致しました故、何卒御承知下されて仲立人を立てゝ貰ひ受けて下さいませんか。只今彼女は鞍山に居るさうです。私は一度も有った事は座いません 先方の親達の返答 次第にてタカノにも手紙出して貰
ひ、当方よりは尚タカノに差出して相談致します故、是非とも貰い受けて下さい。私共の郵便局も今回顧員制度と成りて恩給に相成る見込です故 生活には不自由なく暮せる積りです。又本年秋より給料も増額致し
ママ
事に成りました。書記の試倹
ママ
も受けら
れる様に前途も議せられました故、一生懸命に勉強致して見ます。一生の運命の定まる重大事件ですよ。良く考慮致しての事 故、何卒 日も早く善決致し 返答の如何を待って居ます。
　
先は御依頼申上ます。二伸、母上の指の御病ひは全快致されましたか 又ふじゑ殿 も宜敷く御伝声の程願います。草々
　
御父上様
　　 　　　　　
司
昭和拾年八月拾五日【史料
37】文書番号
271
　
差出・西山司
　
宛名・西山長次郎
（本文）
二十四日午前拾壱時頃、突然の電報にて一時は夢かと み驚き入りました。御祖母様永々の御病気とは存じ居りましたなれど、昨今餘り病気の事御便り御座いませんでした故、全く驚きました。祖母様も定命にて年に不足は が六ヶ年皆一度も会 ずに御死去致されし事、誠 残念で〳〵堪りません。一度も幸福なる た孝養も出来得ず実 申訳け御座いませんでした。只々今後御供養にて万分の一の御思でも報じ く存じます。電報の着いた当日送金致す筈の処、土用
ママ
日にて正後
ママ
迄にて又翌日は日曜日にて又送金不能にて
－ 11－
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遂に二十六日に相成った次第故、何卒御承知下さい。五拾圓の中、弐拾圓丈け私が送金致しました。脇中様方御一家様へ宜敷く御禮状願ひ上げます。尚又如何なる御病気だったのですか、矢張り何時もの病気だったのですか。当地にても御寺に行き御勤も致して貰いました。御当地の事を思ひ出し二、三日は思出のみにて仕事も手に付きません 生前に一目逢はぬが重て残念です。御両親様には今後も一入に御身體に御注意下さいませ。
　
先は御通知申上げます。
　　
御両親様
　　 　
司
八月廿七日【史料
38】文書番号
268
　
差出・西山司
　
宛名・西山長次郎
（本文）
御手紙拝読仕りました。皆々様には御達者にて 消光の由、大賀の至りです。承れば本年の漁業は順風無之、尚又し に 字めに大不漁との事、誠に困却致し居られる事と存じます。次に先日御申越の件に付きまして、先方の御両親様にも御承諾致し下されし由なるも 尚他 何か希望條件が有る様子で が、 父上様よりの御手紙脇中の叔（父脱）上と二人にて拝見致しましたが意味の通じぬ点が有ります故、今一度御面倒ですが御通知願い当方にては（タカノ）様 住所も存じて居 せん故、当方より通知致す事も出来ません。今回意味 解する様細 く御通知下さませ。
　
先は御依頼申上申上げます。
　
二伸、タカノ様の兄千義殿は嵐口に居られるのですか。
　
尚又御通知下さい。
【史料
39】文書番号
266 
　
差出・西山司
　
宛名・西山長次郎
（本文）
御手紙有難く拝見仕りました。皆々様にも相変らず御達者にて御（消ヵ）光の由、大賀奉ります。私も大元気にてあり〳〵公務に勤務致し居ります故、何卒御安心の程願います。 手紙 趣き承知仕りました。私も出来得る事なら是非共古郷からと思って居りましたが、適任者無き故は致し方御座いません。今漸時二、三年辛棒して見る積りです。脇中の一家には未だに結婚問題は相談致しては居りません。父上様の考次第にては、当地大連にも女性 居ります故、父上様より脇中の叔父上に御依頼状差上げて下さって、其の段にて叔父上と 相談してみる積りです。私しから直接に相談致すのは今だに借用金有る故に申難いのです。然し乍ら本年一杯 は拂ふ覚悟です。今結婚問題を相談致しても急に行きません故、今より して置けば本年末か来年度位に相成る事と存じ す故、私として 早 期では有るまいと存じて居るです。何卒私しより申出た様には書かず 一至御依頼申上げます。先は時候変時の折柄故御身御大事 御暮しの程御祈ります。御祖母様にも宜敷く御伝言願います。敬具
　　　
御両親様
－ 12－
周縁の文化交渉学シリーズ 8 　天草諸島の歴史と現在
　　　　　　　　　　
司
　　
六月四日
【史料
40】文書番号
251
　
差出・大連市北大山通り、西山司
　
宛先・西山長次郎
（本文）
謹呈、長々と御無音に打過ぎましたね。其の後も御両親様始め皆々様にも相変らず御健勝にて御消光の御事だと存じ嬉ひ居ります。私も御蔭様にて平凡ながらも至極元気にて毎日業務に勤勉致し居ります故何卒御安神下さい。奥地行きも最早や今頃にては絶望の如く相成りました故、当地大連にて勤務致 覚悟に居ります。其の中に適当なる承務にいても御座いましたら、又転職致しても好いと存じ、目下郵便局にて懸命に働きませう。事茲に落着致 ますれば、私も早や弐拾七才の年数を重ねて最早や家庭の人と成りても適当なる時期かと存じ居ります。それに付きまして、私に程良き配偶者（妻） 御地古里に御心 たりの人御座いませんか。大連にも女性は大変大
ママ
いですが何人も虚栄心高く一家の主婦として
は如何かと存じられる人々のみと存じ居ります。然 乍ら其の中にも一家の主婦 して恥しい
ママ
からぬ人々も有ります。御両親様の御考
へは如何でしょうか。私は今迄で 孝行も出来得 せん故、 帯してより今後孝養致し度き考へ て居ります故、御両親様の御気に入りの方をば御世話致 下さい 然し乍ら希望事せずとも御承知の事でしょうが第一に健康です。それか 精心、脳力。そ 餘 近親
者で無き方を望みます。血族結婚は愚人の子供が生れるとか申します。学理的に発表に成つて居ります故、事実と存じ斯くは希望致し居る次第です。脇中一家様には今だに内密に願ひます。御両親様より御心当りの人を御通知下されて後ち御相談致す積りで 一生の成功不成功の礎の故、何卒〳〵宜敷く御依頼申上げます。今だに婚期が尚早いやうでしたら未だに考へ直して見る積りで
　
御両親様 意の儘に御依頼申上げます。
　
時候変時の折柄故、御身 大事 御依頼申上げます。
【史料
41】文書番号
258
　
差出・西山司
　
宛名・西山長次郎
（本文）
去る拾五日正午、苗多死すと 訃電に接し、私し始め皆々驚 入りました。余りの突然にて夢かとのみ、一時は信じ兼ねる位に驚き入りました。生前の病状も存ぜぬ故、殊更に小生と ては残念 堪へません。不幸続きの拙家思へば運命の神様 試練も餘り 厳しきと不平を申上げ度く存じます。遠方に居る私には其 実況を存ぜぬ故、御当地に居られる御両親様、姑上、皆々様の御心配御苦労の程を思へば自然と獨りでに感涙致します。然し一度生を受けし者は死すとは良く人の申す事ながら未だに東西 辨智 出ぬ中に死苦致すとは殊に可愛さうで〳〵自分 最う少し送金致し養生を致て呉れたなら、成人致したのにと思へば身の不甲斐なさがつくづくといやに相成ります。斯く迄でに早く死す様な重態で のになぜに小 は御通知下されなかったのですか。私は残念で〳〵、尚又苗多 対して済
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まぬ気持す
ママ
が致します。死したる人は運命を諦め後に残りし人こそ
病気致されぬ様御互に注意致して下さいませ。後の佛事供養は出来得る丈け丁重に営んでやって下さい。御依頼申上ます。是に於て私も一そうの奮努と辛棒して一家の助力致し度く存じます。御父母様始め祖母様方にも餘りに御落胆の致されぬ様、呉れ〴〵も御願ます。脇中方より金五圓送り下されま た故、厚く御礼申上て下さい。先は電報替にて金二十円 ました故、苗多のに少 でも加へて御使い下さい。正月には又多少 す故、 心配なく御待ちの程願す。小生のみは身体丈夫に致さねば相成らぬと常々飯食物に気を付けて居ります。尚又内地 皆々様 御加護致し下さるので斯く丈夫だと嬉しく存じます。小生としては只々内地に送金致し父母 嬉びを得るが最上の楽しみです。当 に 最早や零下拾度位にて道路は全部氷結致して居ります。正月前 て大連局は大多忙の時期です。皆々様も丈夫に暮 苗多の事は運命と諦められ自栄専一に祈ります。
　
さよなら
○脇中勝松→長次郎【史料
42】文書番号
140
　
差出・鬼池村宮崎眼科院内、西山福徳
　
宛先・西山長次郎
（本文）
御心尽しの全員有難く受取りました。層て御礼申し上ます。御尋ねの儀、医師モ確かな事は教へ下されず、医師にまかせよと御言せ有り。又此（シヨシタイコンテリ）を不養生致せば十中八、九迄はハクナイシヨ（ハリ目）が起るとの由、帰って良い時は良いと言ふの事です。今はやに目も全部致しましたから全員の事は今漸らく御
見合て下さい。草々
【史料
43】文書番号
253
　
差出・脇中勝松
　
宛名・西山長次郎
（本文）
嘸驚かれたでせうが御心配には及びません。花柳病は外部は全治して居りますが醫薬のみでは根治が不可能だらうと思って御願したわけですから、御同封の薬の方が能いかと思い す。眼病の方 大分直ママ
りて参りましたから御安神下さい。実は一ヶ年も内部にてこもり
て今発病したのだそうですから大分たちが悪 ったそうです。どーも心配さして甚だ済み せんでした。司君にも宜敷言って置きます。皆様にも宜敷申して下さい。さよなら
　　　　　　　　　　　　　　　　　
脇中勝松
　
西山長次郎兄様
【史料
44】文書番号
269
　
差出・脇中勝松
　
宛名・西山長次郎
（本文）
御手紙難有く御礼申上ます。承れば皆々様には御変りなく大元気の由大慶申上ます。ヤスエ様に結構な御土産沢山御預け れ厚く御礼申上ます。私内も皆無事ですから御安神下さい。盛君は間組の仕事で十二日の朝チヽハルの奥（北安）と言ふ所に行きました。仕事は十一月一盃だと言って居ました。山田君の事に付い 御心配掛けて何とも申訳ありません。五拾圓渡し云々と言ふ □額 四拾圓か五拾圓預りましたが、拾圓取五圓取ら て終りの決算には三拾圓に
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何程か余りがあるのを三拾圓にしてやったのを額に覚へて居ります。あの時の事は私も預った四拾圓の金を落して社宅の角で有ったのを好く覚へて居りますから、其事御話 上宜敷御願申上ます。
　
先ハ御礼旁々御願申上げます。
　
八月十五日
　　 　 　
脇中勝松
　
西山兄上様
　（船舶作業日報も同封）
【史料
45】文書番号
158
　
差出・脇中勝松
　
宛先・西山長次郎
（本文）　
拝呈、皆々様には変りはありませんか。私共今度母の遺骨を持って四日のうすりい山丸で家内中帰りますから万事宜敷御願申ます。
　
大連市乃木町十一
―
三
―
七
　
三月二日
　
脇中勝松
【史料
46】文書番号
153
　
差出・大連市乃木町、脇中勝松
　
宛先・西山長次郎
（本文）　
拝啓貴家益々御清栄之段奉大賀候、扨々拙宅も相変らず無事罷在候条
佐ママ
様御安神被下度候、就而者
種々御土産沢山送り被下難有御礼申上候、山田氏よりも□受よりも有き候故、御承知被下度候、尚子供は直子と命名致候 時候柄御身
大切に祈上候、先ハ御礼申上候也
　　
四月八日
【史料
47】文書番号
123
　
差出・芦北郡佐敷町舟津、仲きつ
　
宛先・御所浦村嵐口、脇中勝松
（本文）
一筆申上候、再々御手紙投降難有御礼申上候、御 越ニ接シ実ハ参上可仕心算ノ処勘定前ニテ其意ヲ不得、甚タ相済み不 候得共、御用捨被下度、何レ其内参対可仕候、先者乍延引如此申述候、草略
　
十一月十九日
【史料
48】文書番号
135
　
差出・脇中勝松
　
宛先・西山ツモ
（本文）
冠省、先達ては結構な御茶沢山御送り下され厚く御礼申上ます。皆様には御変りはありませんか。当方も皆無事で居りますから御安神下さい。
　
時候柄御身大切に祈り居ります。
　
大連市九大山通り八
―
一
―
十一
　
五月二十日
　
脇中勝松
【史料
49】文書番号
256
　
差出・脇中勝松
　
宛名・西山長次郎
（本文）
御手紙難有拝見致しました。尚又一昨日は結構な送 物 で難有窺
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味致しました。承れば皆々様には此暑さにも拘らず大元気の由、誠に大慶申上 す。私共も皆元気で居りますから御安神下さい。先達ては福徳君には結婚成されしとの事目出度御祝ひ申し上ます。司君も兄上様の御説の通りを申上げました処、以後二、三年は未だ独身で居るとの事を主調されましたが、篤と吾々も奨めましたに本人も様々本気になり、御申越 三人の内かウ（ハスエ）さん と決めて居ります。近日の内に寺中シヲ様を頼んで二人 相談に行く積りで居ります。然るに先方では未だ何も知らずに居ります。承諾るか如何は後日の事でなければ判りませんが出来得るかぎり盡力致して見ます。尚又盛君の事も御心配と思ひますが、私 も便り 有りません。昨年一度成功するまでは手紙も出さず、面会もせぬと言ふ固い決心で司君に便りが有った限りで其侭になって居りますから、其後の事は私共も何も判らずに居 す。右司君の事に付いては先方へ相談の結過
ママ
を御通知致すとします。
　
時候柄御身大切 編
ママ
に祈ります。
　
八月六日
　　　　　　　　　　
脇中勝松
　
西山兄上様
【史料
50】文書番号
257
　
差出・脇中勝松
　
宛先・西山長次郎
（本文）
御手紙難有御礼申上ます。皆々様には御変り 無く大元気との事大慶申上ます。承れば亡父上の十三回忘
ママ
も盛大に執行され、父上も嘸
泉下にて 喜びの事と存じます。是も兄上姉上様の賜物と感謝
居ります。次に私一家も皆無事で居り、又本月五日午後八時十五分女子を安産致しました。其後の結果母子共に達者で居りますから御安神下さい。名は恒
ヒサ
江エ
と付けました。
山田君の事に付いても非常に御心配下され難有感（謝ヵ・言に身）致して居ります。承れば本人も相当の生活をして居られるとの事、又畑と も否々で小作して居られるの はないでせうか。仕事に誠意があれば人の目に付く様な（悪く）事もなからうと思ひます。兎に角本人に一応問合せて見て下さい せんか。其の上で何とかしたいと思って居ります。石原の叔父上も作りませうし、唯でも希望者もな も限りませんから甚だ御無理ばかり申上て何とも申訳ありませんが遠方にて仕方がありません。本人の意見も伺ひ 通知さいましたら私から 委細の事は本人にも出します。
　
吾侭ばか 申上て甚だ済みません 宜敷御配慮願上
　
三月十二日夜
　　　　　　　　
脇中勝松
　
西山長次郎殿
【史料
51】文書番号
262
　
差出・脇中勝松
　
宛名・西山長次郎
（本文）
拝啓、久敷御無音に打過ぎ候処、御深承一諾候には如何御起居遊され候哉、一寸伺度候、扨々今回は妻子事永々と御厄介に預り何とも御礼の申上様も無之候、就而者 田氏より承り候へば今暫く御止置下さるととの御説の由に 処 拙 に於ても余り なるも気之毒に候故、幸以竹田氏も近々に御渡満の由に候へば、其折
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は是非共御帰し下さる様致願上候、折角の御心節を無にする様に候へ共、子供も見度、又余り永々は御気之毒にも有之悪からず御承知被下度く 降而者旅費被者早速送附仕筈之処、折悪しく手許にも無之、出来次第に電報為替にても間に合せ申候ニ付何卒宜敷御依頼申上候二伸、承り候へば姉上様には此前御安産遊され候由、御目出度申上候、併して男子やら女子やら解り兼候故、御面倒ながら之も御一報願上 頓首
○その他【史料
52】文書番号
196
　
差出・鹿児島県出水町大野原、船橋政秀
　
宛先・御所浦字嵐口、荒木重太郎
（本文）　
拝呈久々御無音に打ち過ぎ失礼仕り候処、平ニ御許被下度其後皆様ニハ如何ニ御暮し遊れ候哉、御伺ヒ申上 、右私方モ皆元気ニテ家業ニ働き居候 付、他事乍ら御放念被下候、就而ハ今年度松苗二年、尤上等首木ニテ壱本ニ付壱厘五毛位ニテ差上申ますから、此際 入用な は大至急御買求め 御出て被下度、又御近所及御部落御祝歓等御答合せ御入用の節ハ大至急に御出被下度候大正十四年二月十五日
　
船橋政秀
　
荒木重太郎様
【史料
53】文書番号
120
　
差出・台湾高雄、植田乙松
　
宛先・西山長次郎
（本文）
拝啓、帰省中は甚大なる御厚情を蒙り有難く御禮申上候、御蔭様にて三日正午無事帰着仕り候間、乍憚御安心被下度候、先は不取敢御禮申上候
　
昭和八年六月四日
【史料
54】文書番号
151
　
差出・九州新聞社
　
宛先・西山長次郎
（本文）
拝啓、躍進熊本の春を飾る新興熊本大博覧会に対し地元の新聞社として聊か寄興致したき意味に於てまた非常時国民 博覧会の御祭騒ぎ気分以外に国民的感激 與ふる意味に於て、時恰も日露戦後三十周年に際会するを以て、第六師団、熊本縣、熊本市の絶大なる後援の下に日露戦役大展覧会を開催することは弊社の深く光栄とする所であります、その内容は今次の博覧会中には他に類例なきトーキー式パノラマを主体としたるものを第一会場（熊本新市街不動銀行敷地）に、東郷、乃木両大将、廣瀬、橘両中佐、沖、横川両烈士を始め壮烈なる勇士の遺品、東京遊就館、佐世保海軍鎮守府等の出品、其他本縣出身名誉の戦死者や歴 士の門外不出 貴重な 記念品数百点を第二会場（本社 階）に陳列して、四月一日より五月八日まで昼夜間に渉り華々しく開催致します、就きましては同戦役に従軍の名誉に有せらるゝ貴下には親しく一度御来観の栄 得度く特に御案内申上ます。
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昭和十年四月
　
日
　
熊本市花畑町
　　 　　　　　　　　
九州新聞社
　　
御来観の節は本状御持参下さい。
【史料
55】文書番号
132
　
差出・鹿児島県出水郡米之津町、福地実義
　
宛先・西山長次郎
（本文）
拝略、時下冬の気候と成りますれば朝夕は大分さむくなりました。就きましてわ、此ノ前手紙をさしあげましたが猶参上しましたからもしやつかないのか、へん事も下 らず、然ル此之別の手紙のとほり二日分の金銭を此ノ手紙のつき次第に御手かずながら御おくり下さいませ。
　
私はゆびおりかぞえてまつて居ります。
【史料
56】文書番号
134
　
差出・津市西新町
　
小田じん
　
宛先・西山長次郎
（本文）　
前略御許し下さい。御地滞在中御一方ならぬお世話様に相成、帰宅の節はおみやげまで頂き有かたう さいました 無事大阪で 、三へ遊び、津へ此方、夕方つ まし から 安心下さい。先は取急ぎ御礼まで。
【史料
57】文書番号
139
　
差出・哈爾賓商市街土木建築請負業中嶋工務（店ヵ）
　
宛先・西山長次郎
（本文）
拝啓、時候柄益々御健勝の由慶賀の至に存じ候、陳れば我々儀御帰郷中は一方ならぬ御心盡しに預り、又出発 降してわ遠路態々御見送り下されたる上に多大なる御土産まで頂き誠 有難く存じ候、途中新卒六泊し、昨二十一日午后三時半無事帰哈致しました故、他事乍ら御安神下され度候
　
末筆ながら皆々様にも宜敷く先づは御乱
ママ
旁々御一報迄、敬具
【史料
58】文書番号
202
　
差出・酒井里市
　
宛先・西山長次郎
（本文）
暑サ甚タ敷御座候処、立て何卒 心条奉賀候却説 日ハ態々御出有之候也ニ、折悪 高敷荷積中ニテ何事モ出来不申、不都合之段ノ平ニは用捨可之有、就テハ昨日帰舟致候ニ付、外方ヨリ御求メ無 候ハヾ、此状ツキ次第御 有之間敷哉、否哉 返答相待モノ也
　
天草郡教良木河内村大字教良木
　　 　　　　　　　　　
酒井里市拝
　　
七月廿二日
【史料
59】文書番号
173
　
差出・神戸市西灘原田、花元直重
　
宛先・西山盛
（本文）　
拝啓出発の時は身
ママ
送りや餞別下されまして暑く御禮申上候ます。其後永
く御手紙差上げず、誠に失禮致しま（し脱ヵ）た。貴殿に健にて毎
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日動いて居ります。又まだ彼等三人友
ママ
ニ造船所敗れづ遊んで居りま
す。今月の未事分くに検査となります。貴殿よ元気にて動れん事一重に、現日、さよなら。
【史料
60】文書番号
171
　
差出・宮田村、浜崎辰三郎
　
宛先・西山長次郎
（本文）　
拝啓
　　 　　
宮田村□□有難御礼
　
拝復先日は御書面下され有難く御禮申上候 貴下にて益々御健消の段奉賀候、就いては不〔
　　
〕仕候間、右御通知申□候、尚大連ヨリ御
依頼の品足有り候ば 生二三日内には御当地に渡□仕る成相に候、
　
先は右取急ギニ御通知迄、不一
【史料
61】文書史料
179
　
差出・大阪市北区浪花町 田代敏宗
　
宛先・西山長次郎
（本文）
拝啓、其後御無音打過ぎ申候段、平に御用捨相成被下居候、色々と大坂通信も致すはつなれ共、私共大坂着後眠病ニ取付、大坂病院に入院致し居り候故、御注文の品も製作方も出来す居り候ところ、二、三日前さり大分宜敷方に向ひ今は内より通よい居り候故、近々の内に製作御送り申候故、何卒御事はウだちならん様に御願申上候 右之次第ニ付何卒なか引し段、平 用捨相成被下度
【史料
62】文書番号
191
　
差出・大阪府泉洲浜寺、田中盛作
　
宛先・西山福太郎
（本文）
拝啓、陳者拙者今回兼テ申上韓国起行、前月二十五日を以テ順営ヲ出発仕候間、佐
ママ
様御安心下され度候、右御通知申上候、尤委しき事
ハ韓国到着ノ上 先ハアラ〳〵御通知申上候、以上
　
九月十七日
【史料
63】文書番号
195
　
差出・大連市土佐町、彭城得
　
宛先・西山長次郎
（本文）　
拝啓昨日は突然に静子殿御逝去の貴事に接し、家内一同あまりの驚きの餘りとうしても信実とは思はれず、只管悲みに暮れて居り す。昨夜は一同で御寺に参り心ばかりの追悼の表を致しました。私共でさえこんなに悲しく感じますが、御両親御兄弟様の御愁傷はどんなであろうと悲みの程遥かに御察し致します。コーシテ此の手紙を認め乍ら 静子殿の 顔が眼の前
ツママ
ラづいて、
どうしても死去されたと信ずる事は出来ません。コーして貴家と文通の出来るの 静子 んが引き合せた何かの因縁です。どうか何時迄も御交誼の程を御願します。私共 出来る事なら御遠慮なく御仰言って下さる様に。一昨晩露西亜町の御叔母さんが来られて、静さんの病気の事に就いて色々と話をなし、其の際静子さんが忘 居た日傘を内地へ送って頂く様に 事付けましたが、何 かも涙の種です。コンナ事なら
－ 19－
史料紹介　鶴岡耕三郎氏所蔵文書について（中山）
内地へ帰らずに良き医者の居る大連にゐたならと、今更ら愚痴か出て参ります。先は謹んで哀心より家内一同より御悼を申上げます。御差支なくば最後の際の病状を御知らせ下る様御願致します。
　
二十三日
　　 　　　
彭城一同より
　
御両親様へ
【史料
64】文書番号
211
　
差出・名吾村、宮嶋長作
　
宛先・西山長（次
カ）郎
（本文）
前文御免下被度、陳者私儀手前参上致積候間、宜敷賃ハ正月、五六日比迄何卒御用捨願奉候也
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